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形
態

ア
ク

セ
ン
ト
論
的

一
考
察

1

複
合
語

ア
ク
セ
ン
ト
と
語
構
成

・
連
濁
を
め
ぐ

っ
て
ー

木

部

暢

子

一
、

は

じ

め

に

ア
ク
セ
ン
ト
研
究
は
、

ア
ク
セ

ン
ト
そ

の
も
の
の
研
究
も
さ
な
が
ら
、
形
態

的
な
研
究
を
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
よ
り
価
値

が
広
が
る
。
例
え
ば
複
合

語
や

派
生
語

に
お
け
る
語
頭
式

の
所
謂
金
田

一
法

則
は
、
語
源
研
究

に
大
き
く
役
立

っ
て
き

た
。
複
合

語
ア
ク
セ
ン
ト
の
更
な
る
研
究
は
、
語
源
研
究

に
と

っ
て
最

も
有
効

な
手
段
だ
と
思
わ
れ
る
。
金

田

一
法
則
に
限
ら
ず
、
複
合

語
ア
ク
セ
ン

ト
か
ら
得
ら
れ
る
語
源

の
情
報
は
、

語
源
解
明

の
上

で
も

っ
と
大
き

な
貢
献
を

す
る

の
で
は
な

い
か
。
ま
た
複
合
語

ア
ク
セ
ン
ト

の
研
究
は
、

ア
ク
セ

ン
ト
の

体
系
的
変
化

や
複
合
度
を
考

慮
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
複
合
語

の
成
立
時
代
を

推
定
す
る
の
に
も
役
立

つ
。

そ
の
他

に
も
、
文
法
的
構
造
を
明
か

に
し
た
り
、

狭
義

の
音
韻

の
明
か

に
で
き
な
い
部
分
を
補
充
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
動

詞
連
用
形
と
連
用
形

か
ら
派
生
す

る
居
体
言
の
問

題
に
し
て
も
、

両
者
は
異
な
る

ア
ク
セ
ン
ト
を
持

つ
の
で
、

ア
ク
セ
ン
ト
を
利
用
す
る
と
両
者

を
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
名

義
抄

に
お
け
る

「
タ
チ
ガ

レ

(立
枯
)
」
は

注
2

○
●
●
●
型

ア
ク
セ

ン
ト
を
持

つ
の
で
、

「
タ
チ
」

は
居
体
言
で
は
な
し

に
動

詞
連
用
形

の
段
階

で
あ
る
、
と

い
う
具
合

に
。
ま
た
連
濁
は
全

て
の
複
合
語

に

起

こ
り
得

る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
れ

に
対
し

ア
ク
セ
ン
ト
は
全
て

の
語
が
持

つ

わ
け

で
あ
る
か
ら
、
連
濁

の
穴
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

こ
の
よ
う
に
、
複
合

語
ア
ク
セ
ン
ト
の
研
究
は
多
方

面
に
亘

っ
て
効
果
的

で

あ
る
。
本
稿

で
は
ま
ず
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
複
合
語

ア
ク
セ

ン
ト
と
語
構
成

と
の
関
係
、
複
合
語

ア
ク

セ
ン
ト
と
連
濁
と
の
関
係

の
二
点

か
ら
、
形
態
ア
ク

セ

ン
ト
論
的

考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
な
お
そ
の
場
合
、

で
き

る
だ
け
複
合

語
成
立
時
代
に
近
い
資
料

の
方
が
有
効

で
あ
る
。
従

っ
て
資
料
と
し

て
は
、
平

安
時
代
末
期

ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
す
る

『
類
聚
名
義
抄
』
を
使

用
す
る

こ
と
に

す
る
。

二
、
資
料

に
つ
い
て

資
料
と
し

て
、
中

心
的

に
は
観
智
院
本
類
聚
名

義
抄
を
使
用
す
る
。
補
助
資

料
と
し
て
、
図
書
寮
本

・
高
山
寺
本

・
鎮
国
守
国
神
社
本

の
諸
本

類
聚
名
義
抄

を
使

用
す

る
。
が
、
濁
点
表
記

に
つ
い
て
は
諸
本

で
加
点
態
度

の
異
な
る
こ
と

が
あ
る

の
で
、

そ
の
場
合

は
用
例
数

の
多

い
と

い
う
点

で
観
智
院
本

を
中
心

に

し
た
。
た
だ
し
加
点

の
正
確
な
図
書
寮
本

と
常

に
比
較

は
し
て
あ
る
。

底
本
は
次
の
も

の
を
使

用
し
た
。
天
理
善
本
叢
書

「類

聚
名
義
抄
』

勉
誠
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社

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」

天
理
善
本
叢
書

『
三
宝
類
字
集
』

(高
山
寺

本
類
聚
名
義

抄
)

未
刊
国
文
資
料
別
巻

「
盤

雑

三
宝
類
聚
名
義
抄
』
。

ま

た
望
月
郁
子
氏
編

「
類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成

』
を
併
せ
て
使

用
し

た
。本

稿

で
取
り
扱

う
の
は
、
四
音
節

・
五
音
節

の
名
詞
と
動
詞

で
あ
る
。
そ
の

う
ち

で
も
四
音
節
名
詞
が
用
例
も
多
く
、
中
心
と
な
る
。

な
お
本
稿

に
お

い
て
●

・
○

・
θ

の
ア
ク
セ

ン
ト
記
号

は
そ
れ

ぞ
れ
高
音
拍

・
低
音
拍

・
上
昇
調
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た

×
は
ア
ク
セ
ン
ト
表
記

の
な

い
こ
と

を
あ
ら
わ
す
。

三
、
語
構
成

と
複
合
語

ア
ク
セ
ン
ト

は
じ
め
に
語
構
成
と
複
合
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
を
見
て
い
く
。

ω
複
合
名
詞

複
合
名
詞
の
語
構
成
を
次
の
五
つ
に
分
類
す
る
。

①

名
詞
+
名
詞

②

形
容
語
語
幹
+
名
詞

注
3

③

名
詞
+
居
体
言

④

居
体
言
+
名
詞

⑤

居
体
言
+
居
体
言

注
4

こ
の
他

に
も

「
名
詞
+
形
容
詞
語
幹
」

な
ど
と

い
う
語
構
成
も
考

え

ら

れ

る

が
、
名

義
抄

に
用
例
数

が
少
な

い
の
で
そ
れ
ら
は
省
略

し
た
。

こ
の
五

つ
に
つ

い
て
み
て
み
る
と
、
明
か
に
語
構
成

に
よ
り
複
合
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
異
な

っ
て

い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
見

て
い
く
。

ω

名
詞

+
名
詞

・
②

形
容
詞
語
幹

+
名
詞

こ
の
語
構
成

を
持

つ
複
合

語
は
、

い
ろ
い
ろ
な
型
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
呈
す
る
。

い
ろ
い
ろ
な

と

言

っ
て

も
、
複
合

語
を
作
る
時

に
先
部
成
素
が
全
平
化
す
る
と
い
う

一
般
的
特
色
は
見

ら
れ
る
の
で
、
そ

の
ア
ク
セ
ン
ト
は
主

に
、
・
・
●
・

・
・
・
・
○

・
●
●
○

○

.
○
○
○
○

.
○
○
○
・

・
○
○
・
○

・
○
○
・
●

と
い
う
型
に
な
る
。

五

音
節
名
詞

の
場
合
に
も
、
複
合
語

ア
ク
セ
ン
ト
は
全

平
型
か

マ
イ
ナ

ス
二
拍
め

契
機

の
型
が
多
く
、
●
●
・
・
○

・
○
○
○
・
○

・
●
●
●
●
・

・
○
○
O
○

○
型
と
な

る
。

「名

詞
+
名
詞
」

の
も
の
は
そ
の
二
項

の
意
味
関
係
が
非
常

に

多
様

で
あ

っ
て
、
先
部
と
後
部

と

の
関
係
を

い
ち
が

い
に
決
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
先
部
が
後
部

を
修
飾
す
る
と

い
う
連
体
修
飾
関
係

に
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。

「
形
容
詞

語
幹

+
名
詞
」

は
、
先
部
が
後
部

の
性
質

を
あ
ら
わ
す
も

の
で
、
や
は
り
連
体
修
飾
関
係

に
あ
る
。

③

名
詞

+
居
体

言

こ
の
語
構
成
を
持

つ
語
は
、
複
合
語

ア
ク

セ
ン
ト
に

非
常

に
特
色
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
語
は
、
複
合

語
ア
ク
セ

ン
ト
が
全
平
調
傾

向

を
示
す
。
次

に
用
例

の

一
部

を
挙
げ

る
。

注
5

ア

シ

ナ

へ

(屡

)
=

平

平

平

平

(法

下

慨

・
5
)

ア

シ

マ
キ

(脛

)
11

平

平

平
平

(法

中

㎜

・
1

)

ア

シ

ワ
ケ

ノ

ツ
ク

ヱ

(
足

別
案

)

11

平

平

平
平

平

×

×

×

(仏

下

本

m

・

4
)

イ

ロ
ト

リ

(
采

)
11

平

平

平

平

(仏

下
本

89

・
6
)

カ

ミ

ア
ゲ

(神

今

食

)

11

平
平

平

平

(僧
上

脳

・
6
)

カ

ミ
ガ

キ

(叙

)

=

平

平

平
平

(僧
中

51

・
6
)

カ

ミ
ゾ

リ

(剃

刀
)

口

平

平
平

平

(僧

上

93

・
8
)

カ

ム
ザ

シ

(箸

)

ーー

平

平

平
平

(僧
上

62

・
4
)

ク

ツ

ヒ
キ

(帥

織

)

=

平

平
平

平

(法

中

燭

・
3
)

シ
リ

カ

キ

(鰍

)

11

平

平
平

平

(僧
中

72

・
7
)

ス
ミ
カ

キ

(谷金

)
=

平

平

平
平

(僧

上

悩

・
6
)

ス

ミ
ザ

シ

(芯

)
口

平

平

平
平

(僧

上

78

・
8
)
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ツ
チ
ス
リ

(膜

)
"
平
平
平
平

(仏
中
恥

・
-
)

ホ

コ
ト
リ

(弄
槍

)
=
平
平
平
平

(仏
下
本

54

・
1
)

ム

マ
カ

ヒ

(
馬
子
)
11
平
平
平
平

(僧
中

98

・
6
)

春
美
須
利

(
硯
)
=
平
平
平
平

(図

塒

・
5
)

カ
ザ
キ
リ

(
棚
)
11
上
上
上
上

(僧
上

98

・
6
)

カ
ナ
カ
キ

(釧

)
11
上
上
上
上

(僧
上
瑠

・
4
)

カ
ナ
シ
キ

(鐡
落
)
11
上
上
上
上

(僧
上
塒

・
7
)

カ
ム
ダ
チ

(麹

)
=
上
上
上
上

(仏
上

71

・
6
)

ク
ラ
シ
キ

(鞍
褥
)
=
上
上
上
上

(僧
中

72

・
6
)

ス
ソ
ツ
ケ

(欄
杉
)
=
上
上
上
上

(法
中
囑

・
6
)

ミ
ヅ
カ
キ

(
蹟
)
11
上
上
上
上

(法
上
79

・
4
)

比
良
波
利

(帝

)
=
上
上
上
上

(図
㎜

・
2
)

こ
れ

に
対
し
て
全
平
調

で
な

い
例
も

い
く

つ
か
報
告
さ
れ
る
。

マ
リ
ウ
チ

(拍
麹
)
11
平
平
上
平

(僧
上
m

・
5
)

ハ
マ
ハ
ヒ

(募
荊
)
11
平
平
平
上

(僧
上
14

・
1
〉

ハ
ラ
マ
キ

(勒
肚
巾
)
ー1
平
平
平
上

(法
中

鵬

・
4
)

ユ
ビ

マ
キ

(鎧

)
11
平
平
平
上

(僧
上
m

・
3
)

カ
ヂ
ト
リ

(織
師
)
11
上
上
上
平

(仏
下
本

m

・
8
)

ヒ
ヂ

マ
キ

(
鍔
)
11
上
上
上
平

(僧
上
必

・
3
)

し
か
し

こ
れ
ら
の
例
外
は
、
割
合

か
ら
言
う
と
少
数

で
あ
る
の
で
、
大
体

の
傾

向
と
し
て

「
名
詞

+
居
体
言
」

の
複
合
語
は
全

平
調

に
な
り
や
す

い
と
言
う
こ

と
が

で
き
る
。

以
上
は
四
音
節
名
詞
の
場
合

で
あ

っ
た
が
、

五
音
節
名
詞

に
な

る
と
事

情
は

少
し
変
わ

っ
て
く
る
。

カ

レ
ヒ

ツ
ケ

(鞍
鞘
)
11
平
平
平
平
平

(僧
中

73

・
5
)

ク
サ
ア

ハ
セ

(闘
草
)
11
平
平
平
上
平

(法

下
83

・
2
)

オ
ビ
シ
バ
リ

(廣
)
=
平
平
平
上
平

(仏
中

即

・
6
)

ム
ギ

ス
ク

ヒ

(京
籠
)
11
平
平
平
上
平

(僧
上

79

・
7
)

ア
ブ

ラ
ビ
キ

(
駆
毛
)
=
平
平
平
上
平

(僧
中

51

・
7
)

カ
ゞ
ミ
カ
ケ

(鏡
憂
)
=
平
平
平
上
平

(僧
上
…
…
・
6
)

イ
シ

バ
ジ
キ

(塘
)
=
上
上
上
上
平

(僧
中

29

・
5
)

サ
キ

バ
ラ
ヒ

(前
駈
)
=
上
上
上
上
平

(僧
中

m

・
3
)

ト
コ
シ
バ
リ

(縛
)
=
上
上
上
上
平

(
僧
中

76

・
3
)

ト
リ

ア
ハ
セ

(闘
鳥
)
=
上
上
上
上
平

(法
下

83

・
2
)

ヒ
ト

タ

マ
ヒ

(副
車
)
=
上
上
上
上
平

(僧
中

83

・
8
)

モ
ノ
ガ
タ
リ

(話
)
=
上
上
上
上
平

(図

78

・
1
)

と
い
う
よ
う
に
、

マ
イ
ナ
ス
二
拍
め
契
機

の
も

の
が
多

い
。
四
音
節
名
詞

に
お

け
る
全
平
調
、

五
音
節
名

詞
に
お
け
る

マ
イ
ナ

ス
二
拍
め
契
機

の
型
は
ど
う

い

う
意
味
を
持

つ
か
と
言
う
と
、

こ
れ
は
安
定

型
ア
ク
セ
ン
ト

で
あ
る
。
安
定
型

ア
ク
セ
ン
ト
と
は
、
四
音
節
名
詞
な
ら
四
音
節
名
詞

の
中

で
、
所
属
す

る
語
彙

数

の
最
も
多

い
型
を
言
う
。
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄

の
調
査
で
は
、
全
四
音
節

名
詞
鵬
例

の
う
ち
○
○
○
○
型

は
描
例

で
最
も
多
く
、
・
・
・
・
型

は
醜
例

で

二
番
め

に
多

い
。
同
じ
よ
う
に
五
章

即
名

詞
で
は
、
最
も
多

い
型
が
・
●
・
●

○
型

(
防
/

脚
)
、
次
に
多

い
の
が
○
○
○
・
○
型

(51
/
脚
)
と
な

っ
て
い

る
。

こ
の
よ
う
に
所
属
語
彙
数

の
多

い
型
は
、
何
ら
か

の
意
味

で
発
音
し
や
す

く
、
安
定
的
な
発
音
を
持

っ
た
も

の
だ

っ
た
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
安
定

型

ア
ク

セ
ン
ト
と
呼
ぷ

こ
と
に
す

る
。

と

こ
ろ
で
、

「
名
詞

+
居
体
言
」
は
、
連
用
修
飾
関
係
を
作

る
。
連
用
修
飾

関
係
と
言

っ
て
も

そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
。
例
え
ば

「
ア
シ
ワ
ケ

(
足

別
)
」
や

「
イ

ロ
ト
リ

(
采
)
」
、

「
カ
ミ
ゾ

リ

(剃
刀
)
」
、

「
カ
ザ
キ
リ

一43一



(
棚
)
」
な
ど
は
目
的
格

の

「
ヲ
」
助
詞
を
補

い
得

る
で
あ
ろ
う
し
、

「
カ

ム

ダ
チ

(麹
)
」
で
は
主
格

の

「
ガ
」
助
詞
を
補

い
得
る

で
あ
ろ
う
。

ま
た

「
ム

マ
カ
ヒ

(馬
子
)
」

や

「
カ
ヂ
ト
リ

(械
師
)
」

な
ど
は

「
～

ヲ
…
…

ス
ル

人
」
と

い
う
意
味

に
な
る
。
し
か
し
い
ず
れ

に
し
て
も
、
①
や
②

が
連
体
修
飾

関
係
だ

っ
た
の
に
対
し
、
③
は
連
用
修
飾
関
係
を
作

る
。

こ
の
二
つ
の
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

「
名
詞

+
居
体
言
」

の
語
構
成
を

持

つ
複
合
語
は
、
連
用
修
飾
関
係
を
作
り
、
安
定
型

ア
ク
セ
ン
ト
を
持

つ
と

い

う
こ
と
が
明
か
に
な

る
。

④

居
体
言
+
名
詞

こ
れ
は
次

の
二
つ
の
場
合

に
分
け
て
考
え
た
方
が
よ

さ

そ
う
で
あ
る
。

ω
後
部

が
先
部

の
主
語
と
な
る
よ
う
な
も

の

タ
チ
ガ
ミ

(影
)
=
平
平
平
平

(仏
下
本

33

・
1
)

ハ
ネ

ム
マ

(駐
)
ー1
平
平
平
平

(
僧
中
瑠

・
5
)

モ
エ
ク
ヒ

(儘
)
11
上
上
上
上

(仏

下
末

41

・
3
)

ニ
ゴ
リ
ザ

ケ

(醸
)
□
平
平
平
平
平

(僧
下
56

・
4
)

ニ
オ
ヒ
ウ

マ

(駄

)
=
平
平
平
平
平

(僧
中
m

・
4
)

ナ
リ
ビ
サ
コ

(
瓢
)
=
平
平
平
上
上

(僧
中

6

・
2
)

マ
ガ

リ
カ
ネ

(曲

尺
)
=
上
上
上
平
平

(法
下

92

・
2
)

㎝
後
部
が
先
部

の
目
的
語
な
ど
と
な
る
も

の

ア
ヘ
モ
ノ

(壼

)
=
平
平
平
平

(法
下
39

・
4
)

キ

リ
ク
ヒ

(
持
)
=
平
平
平
平

(仏
下
本
91

・
5
)

ク
ミ
ナ

ハ

(
辮
)
=
平
平
平
平

(仏
下
本

悩

・
1
)

ヤ
キ
ゴ

メ

(編

)
11
上
上
上
上

(法
下

33

・
6
)

ヤ
キ

ハ
タ

(
畷
)
=
上
上
上
上

(仏
中
鵬

・
4
)

カ

ケ
ナ

ハ

(腎
索
)
=
平
平
上
平

(僧
中

10

・
2
)

サ
シ
ナ
ベ

(銚
子
)
=
平
平
上
上

(僧
上
伽

・
7
)

サ

シ
グ
シ

(剣
櫛
)
=
平
平
平
上

(仏
下
本

鵬

・
1
)

ハ
キ
ク
ヅ

(掃
)
目
平
平
平
上

(仏
下
本

45

・
7
)

ヒ
キ
オ
ビ

(衿
)
=
上
上
上

平

(法
中
秘

・
8
)

ヲ
シ
カ

バ

(肇
)
=
上
上
上
平

(僧
中

81

・
2
)

ω
は
全
平
調
に
な
る
場
合

が
多
く
、

田
と
㈹
と

の
ち

が

い
は
、
単

に
成
素

の
原

ア
ク
セ

ン
ト
の
ち
が
い
の
み

に
よ
る
も
の
だ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。

「
タ
チ
ガ
ミ

(影
)
」
と

「
サ
シ
グ

シ

(刻

櫛
)
」

「
サ
シ
ナ

ベ

(銚
子

)
」

「
ク
ミ
ナ

ハ

(辮
)
」
は
、
ど
れ
も
原

ア
ク
セ

ン
ト
は
同
じ

で

あ
る
の
に
、
異
な
る
複
合

ア
ク
セ
ン
ト
を
作

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ω
と
㎝
と
の

語
構
成
上

の
問
題
か
ど
う
か

は
速
断
し
か
ね
る
が
、
明
か
に
ω

で
は
全
平
調
傾

向
が
見
ら
れ
る
。

修
飾
関
係
は
、
ω
も
伍
も
連
体
修

飾
関
係
が
成
立
し
て
い
る
。

⑤

居
体
言

+
居
体
言

こ
れ
は
用
例
が
少
な
く

て
傾
向
を
見

つ
け
出

す
こ

と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
ど
れ
も
先
部

の
居
体
言
は
全
平
化
し

て
お
ら
ず
、
動

詞
連
用
形

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
ふ
し
が
強

い
。

以
上

の
結
果
を
ま
と
め

て
み
る
と
、

語
構
成

に
よ
り
複
合
語

ア
ク

セ
ン
ト
が

異
な

っ
た
あ
ら
わ
れ
方
を
す
る
。
特
徴
的
な

の
は

「
名
詞

+
居
体
言
」

の
場
合

と

「
居
体
言

+
名
詞
」

の
主
述
関
係

の
場
合

で
、

こ
れ
ら
は
安
定

型

ア
ク
セ
ン

ト
傾
向
を
示
す
。
複
合
語
が
安
定
型

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
ろ
う
と
す
る
の
は
ど
う

い
う
意
味
か
。
そ
れ
は
、
耳
慣
れ
な
い
こ
と
ば
を

「基
本
型

ア
ク
セ

ン
ト
」

で

発
音
す
る
よ
う
に
、
複
合
度
が
強
く
な

い
、
複
合
し

て
間
も
な
い
こ
と
ば
を
安

定
型

ア
ク
セ
ン
ト
で
発
音
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
は
な

い
か
と
考
え

る
。
従

っ

て
安
定
型

ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
こ
れ
ら
の
語
は
、
ま
だ
複
合

度
が
弱
か

っ
た
と

思
わ
れ
る
。
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一
方
、

「名
詞

+
居
体
言
」
は
連
用
修
飾
関
係

を
作

る
こ
と
、
先

に
見

て
き

た
。

こ
の
連
用
修

飾
関
係

の
複
合

語
が
安
定
型

に
な
る
と
す
れ
ば
、
連
体
修
飾

関
係

の
語
よ
り
連
用
修
飾
関
係

の
語
の
方
が
、
複
合
度

が
弱
か

っ
た
、
あ
る

い

は
複
合
し

て
間
も
な
い
語
だ

っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
同
じ
よ
う

に
、
連
体
修
飾
関
係

の
複
合
語

で
も
、

そ
の
中

に
主
述
関
係

の
成
立

す
る
場
合

に
は
、
複
合
度
が
弱
か

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
複
合
度
の
強
弱
と

い
う
点

で
ま
と

め
る
と
次

の
よ
う
に
な

る
。

連
用
修
飾
関
係

連
体
修
飾
関
係

-
居
体
言
+
名
詞

イ
主
述
関
係
が
成

立
す
る

ロ
主
述
関
係
以
外

の
関
係
が
成
立
す
る

2
名
詞

・
形
容
詞
語
幹

+
名
詞

こ
の
順
序

で
、
複
合
度
が
漸
次
強
く
な

っ
て
い
く
。

㎝
複
合
動
詞

複
合
動
詞

の
語
構
成
を
次

の
二
つ
に
分
け
る
。

ω

名
詞

・
形
容
詞

語
幹

+
動

詞

②

動
詞
連
用
形

+
動
詞

ω

名
詞

・
形
容
詞

語
幹

+
動
詞

こ
の
場
合
も
次

の
二
つ
に
分

け
て
考
え

て
み
る
こ
と

に
す
る
。

ω
先
部
が
後
部

の
主

語
と
な
る
も

の

ナ
ミ
タ
ツ

(濃
)
=
平
平
平
上

(法
上

30

・
7
)

カ
ゼ

フ
ク

(
風
)
=
上
上
平
上

(僧
下

51

・
1
)

カ
ミ
オ
ツ

(簿
震

)
=
平
平
平
上

(法
下
60

・
6
)

ハ
ナ
サ
ク

(
花
)
=
平
平
平
上

(僧
上

4

・
7
)

ハ
ラ
フ
ク

ル

(癩
)
=
平
平
上
上
平

(法
下

m

・
6
)

㈹
先
部
が
後
部

の
目
的

・
手
段

な
ど

の
修
飾
関
係

と
な
る
も

の

ク
サ
ギ

ル

(転

)
=
平
平
上

平

(法
下

12

・
5
)

サ
イ
ギ

ル

(微
)
=
上
上
上

平

(仏
上
39

・
4
)

モ
ト
ゾ
ク

(本

)
＝
平
平
上
平

(仏
下
本

m

・
5
)

イ
キ
ヅ
ク

(吻
ひ

＝
平
上
上

平

(仏
中
30

・
4
)

イ

ロ
ド

ル

(膜

)
=
平
平
上

平

(仏
中

慨

・
6
)

カ

タ
ド

ル

(象
)
=
上
上
上

平

(僧
下
期

・
6
)

ハ
ラ
バ

フ

(蒲
伏
)
=
平
平
上
平

(僧
上
19

・
2
)

チ
カ

ッ
ク

(威
)
＝
平
平
上
平

(僧
中
40

・
1
)

ツ
カ
サ
ド

ル

(職
)
=
上
上
上
上
平

(僧
下
m

・
1
)

①

は
全

て
成

素
の
原

ア
ク
セ
ン
ト
を
残
し
た
型
で
あ

る
。
そ

の
中

に
は
安
定
型

ア
ク
セ
ン
ト
に
偶
然

一
致
す
る
も

の
も
あ
る

(
動
詞

の
安
定
型
ア
ク
セ
ン
ト
は

○
○
・
○

・
●
・
・
○

・
○
○
○
・
○

・
●
●
●
●
○
型

で
あ
る
)

が
、
原

ア

ク
セ

ン
ト
を
変
化

さ
せ

て
複
合

語
ア
ク
セ
ン
ト
を
作

っ
て
い
る
例

は

一
例
も
報

告

さ
れ
な

い
。
そ
れ
に
対
し
㈹
は
、
後
部

の
二
類
動
詞

が
原

ア
ク
セ
ン
ト
○
●

を
変
化
さ
せ
て
、
複
合
語

ア
ク

セ
ン
ト
を
作

っ
て

い
る
。
㈹

の
中

で
、
原

ア
ク

セ
ン
ト
を
残
し
た
ま
ま
の
語
は
、
も
ち
ろ
ん
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は

こ

の
場
合
省
略
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
言
え
る
の
は
、
ω

の
場
合

よ
り
㈹

の
場
合

の
方
が
複
合

度
が
強

い
と

い
う
こ
と

で
は
な

い
か
。
動
詞

で
は
多
く

の
場
合

は
複
合
し

て
い

な

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
複
合
動
詞
を
作
り
や
す

い
と
言

っ
た
方

が
よ

い
か

も
し
れ
な

い
。
前
に
複
合
名
詞
で
見

た
よ
う

に
、
主
述
関
係

の
語
構
成
を
持

つ

語
よ
り
も
そ
れ
以
外

の
関
係
を
持

つ
語

の
方
が
複
合
度
が
強
か

っ
た
。

そ
の
結

論
が
動
詞

の
場
合

に
も
当
て
は
ま
り
そ
う
だ
。
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②

動
詞
連
用
形
+
動
詞

こ
の
語
構
成
は
、
ほ
と
ん
ど
が
原

ア
ク
セ
ン
ト

を
残

し
た
ま
ま

で
あ
る
。
従

っ
て
、
複
合
動
詞

で
は
な
し

に
、
二
語
の
連
語

の

段
階
だ
と
言
え
よ
う
。

た
だ

一
例
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
報
告
さ
れ
る
。

ザ

シ
ノ
ゾ

ク

(半
面
子
)
11
平
上
上
上
平

(法
上

皿

・
4
)

「
ノ
ゾ
ク
」
は

一
類
動
詞

で
あ
る
か
ら
、
原

ア
ク
セ
ン
ト
は
○
○
●
。
そ
れ
が

変
化
し
て
複
合
語

ア
ク
セ

ン
ト
を
作

っ
て
い
る
。
他

の

「
サ
シ
～
」
と
い
う
形

の
動

詞
は
全

て
原

ア
ク

セ
ン
ト
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
例

は
、
先
部
成
素

「
サ

シ
」
が
い
ち
早
く
接
頭
語
化

し
た
例
か
も
し
れ
な

い
。

動

詞
の
場
合
を
ま
と
め
る
と
、
複
合
動
詞

と
み
な
し
得
る
の
は

「名

詞

・
形

容
詞
語
幹

+
動
詞
」

の

一
部
分

で
あ

っ
て
、
他

は
ま
だ
二
語
の
連
語

の
段
階

で

あ
る
。
複
合
動
詞
と
み
な
し
た
も

の
も
、
安
定
型

ア
ク
セ
ン
ト
に
実
現
す
る
こ

と
か
ら
、
複
合
度
は
さ
ほ
ど
強
く
は
な
か

っ
た
ろ
う
。

四
、
連
濁
と
複
合
籍

ア
ク
セ
ン
ト

連
濁
と

ア
ク
セ
ン
ト
変
化
に
は
ど

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
。
両
者

の
結

び

付
き

に
つ
い
て
考
え

て
み
た

い
と
思
う
。

一
見

し
て
、
連
濁
と
ア
ク
セ
ン
ト
変

化
と
は
次

の
よ
う
な
関
係

が
あ

る
。

ク
サ
ギ

ル

(転
)
=
平
平
上
平

(法
下
12

・
5
)

ク
サ
キ

ル

(研
)
=
平
平
平
上

(法
中

3

・
7
)

イ

ロ
ド

ル

(膜
)
＝
平
平
上
平

(仏
中

魏

・
6
)

イ

ロ
ト

ル

(采
)
＝
平
平
平
上

(仏
下
本

89

・
6
)

複
合

し
て
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
を
起

こ
し
て
い
る
場
合

(
平
平
上
平
型
)
に
は
連

濁

現
象
も

起

っ
て
お
り
、

成
素
の

原

ア
ク
セ
ン
ト
を
残
し

て
い
る

場
合

(平

平
平
上
型
)

に
は
連
濁
現
象
は
起
こ

っ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う

に
、

ア
ク
セ
ン

ト
変
化
と
連
濁
と
は
、

と
も

に
複
合

の
度
合

い
を

示
す
点

で

深

い
関
係
が
あ

る
。

注
6

連
濁

は
狭
義
の
音
韻
や
文
法

と
も
深

い
つ
な
が
り
が
あ
り

(例
え
ば
前
部

の

最
後
が
鼻
音

の
時

は
連
濁
が
起

こ
り
や
す

い
、
前
部
成
素
が
後
部

の
目
的
格

の

時

は
副
詞
修
飾
格
の
時
よ
り
連
濁
し
が
た

い
、
な
ど

)
、

ア
ク
セ
ン
ト
と

の
関

係

だ
け
を

一
面
的

に
考
え
る

こ
と
は
で
き
な

い
。

そ
の
た
め
連
濁
と
ア
ク
セ
ン

ト
変
化
と

の
間

に
規
則
性
を
見
出
だ
す

こ
と
は
、
非
常

に
困
難

で
あ
る
。
が
、

次

の
よ
う
な
傾
向

を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

①

複
合
語

ア
ク

セ
ン
ト
か
ら
見
て
、
複
合
度

の
強
い
と
思
わ
れ
る
語
は
、

連
濁
も
起

こ
し
て
い
る
。

②

低
平
調

・
低
音
拍

の
続
く
よ
う
な
型

で
は
、

連
濁
を
起

こ
さ
な
い
こ
と

が
あ
る
。

③

連
濁
す

べ
き
拍

が
高
音
拍

の
場
合
、
低
音
拍

の
場
合

に
比

べ
て
連
濁
す

る
こ
と
が
多

い
。

こ
れ
ら
は
あ
く
ま

で
傾
向

で
あ

っ
て
、

必
ず
し
も

こ
の
通

り
に
い
く
も
の
で
は

な

い
。
次

に
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
少
々
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。

ω

に
つ
い
て

先

に
安
定
型

ア
ク
セ
ン
ト
は
比
較
的
複
合
度

の
弱

い
複
合
語

の
と
る

ア
ク
セ
ン
ト

だ
と
述

べ
た
。

そ
れ

で
は

こ
こ
で
い
う

「複
合
度

の
強

い
」
複
合

ア
ク
セ
ン
ト
と
は
ど
う

い
う
も

の
か

(動

詞
の
場
合
複
合

度
は
全

て

弱

い
の
で
、

こ
こ
で
は
動
詞

は
除
く
)
。

そ
れ
は

ア
ク
セ

ン
ト
核
を
複
合

語
の

中
央
部

に
持

っ
て
来

よ
う
と
す
る
型
で
は
な

い
か
。

つ
ま
り
・
●
○
○
型

で
は

な

い
か
。
低
起
式
の
場
合
は
、

ア
ク

セ
ン
ト
の
上
が
り
目
を
中
央
部

に
持

っ
て

来

る
○
○
●
●
型
で
は
な

い
か
。
こ
の
よ
う
な
型
を
何
故

に
複
合

度
が
強

い
型

と
決
定
し
た
か
と
言
う
と
、
主

に
次

の
よ
う
な
理
由

に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
型

は
、
四
童

即
名
詞
の
中

で
も
非

一
般
的

で
、
●
●
○
○
型
が
32
例

(
幽
例
中
)
、

○
○
・
●

型

が

18
例

(鵬
例
中

)
報
告
さ
れ
る
。

原

ア
ク
セ
ン
ト
を
保
存
し
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て
、
た
ま
た
ま
こ
う
い
う
型
に
な
る
語
は
別
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
型

は
複
合

語
と
し
て
独
自

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
持

つ
に
至

っ
て

い
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
よ

う
。
と

い
う

こ
と
は

つ
ま
り
、
複
合
度
の
強

い
、
複
合

し
て
か
ら
時

間
の
経

っ

て

い
る
語
だ
と
も
言
え
よ
う
。

そ
し
て
こ
れ
ら

の
型

に
属
す

る
語
を
見
て
み
る

と
、・

・

○
○
型
1ー

ヤ
キ
ガ
ネ

(鎌
)

(僧
上
囎

・
5
)

カ

タ
ガ

ユ

(館
)

(僧
上

m

・
2
)

タ
ム
ザ
ケ

(
甜
酒
)

(僧
下
56

・
2
)

カ

ハ
ダ

ケ

(竹
苦
竹
)

(僧
上
80

・
1
)

ナ

ヨ
ダ

ケ

(
篁
竹

)

(僧
上

73

・
7
)

ア
ラ
バ
コ

(
籠
筥

)

(僧
上
磁

・
4
)

フ
ミ
バ
コ

(
駿
)

(法
上

75

・
3
)

ミ
カ
バ
チ

(木
蜂
)

(僧
下

26

・
8
)

ア
ヲ
ブ

チ

(
碧
潭

)

(図

17

・
3
)

○
○
●
・
型

ミ
チ
バ
チ

(蜜
蜂
)

(法
下

55

・
8
)

ハ
ヤ
ブ
ネ

(胴
)

(仏
下
本

2

・
3
)

コ
メ
ザ
キ

(糧
)

(法
下

36

・
6
)

オ
ホ
バ

コ

(伸五
以
)

(
僧
上

7

・
6
)

イ

シ
ブ

シ

(嫉
)

(
僧
下

4

・
2
)

阿
末
比
古

(百
足
)

(図

醜

・
2
)

の
よ
う
に
、
た

い
て

い
は
連
濁
を
起

こ
し
て

い
る
。
連
濁
現
象

か
ら
見
て
も
・

・
○
○

・
○
○
・
・
型

の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
複
合
度

の
強

い
語
の
持

つ
ア
ク

セ

ン
ト
で
あ
る
と
実
証
さ
れ
た
わ
け
だ
。

ア
ク
セ
ン
ト
変
化
や
連
濁
現
象
は
、
ど
ち
ら
も
複
合

の
度
合

い
を
示
す
手
が

か
り
と
な
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
複
合

度
の
強

い
語

に
両
者
が
揃

っ
て
あ
ら
わ

れ
る

こ
と
は
当
然

の
こ
と
だ

と
も
言
え
よ
う
。
し
か
し
ま
た
、
両
者

の
う
ち

の

一
方

の
み
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
う

い
う
場
合

に
は
、
連
濁
と

ア
ク
セ
ン
ト
と
は
ど
う

い
う
関
係

に
あ
る

の
だ

ろ
う
か
。

②

に
つ
い
て

連
濁

の
当
然
予
想
さ
れ
る
所

で
、
連
濁
の
起
き

て
い
な

い
場

合

が
い
く

つ
か
あ
る
。
次

に
そ
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。

オ
ホ
ト
リ

(鵜
)
=
平
平
平
平

(僧
中

鵬

・
2
)

ク

ロ
ト
リ

(勤

)
=
平
平
平
平

(僧
中
囎

・
2
)

シ

ル
カ

ユ

(粥

)
=
平
平
平
平

(法
下
銘

・
1
)

カ
ラ
サ
ケ

(酷

)
=
平
平
平
平

(僧
下
60

・
2
)

ニ
ゴ

リ
サ
ケ

(
螺
)
11
平
平
平
平
平

(僧
下
56

・
4
)

ヌ
ヒ
キ

ヌ

(
絨
)
=
平
平
平
平

(法
中
m

・
7
)

オ
ホ
ク
チ
ノ

バ
カ

マ

(大

口
袴
)
=
平
平
平
上

×
×
×
×

(
僧
中

15
・
5
)

カ
ラ
ク
ラ

(唐
鞍
)
=
平
平
平
上

(僧
中

72

・
4
)

カ

ラ
サ
ボ

(連
枷
)
=
平
平
平
上

(仏
下
本

鵡

・
3
)

ツ
ラ
ホ
ネ

(領
)
11
平
平
平
上

(仏
下
本

28

・
7
)

都
知
波
之

(妃
)
11
平
平
平
上

(図

謝

・
6
)

こ
れ
ら

の
非
連
濁
形
は
何

ら
か

の
形
で
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
を
起

こ
し
て
い
る
の

で
、
複
合

し
て
い
な

い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
先
部

と
後
部
と

の
修
飾
関
係
や

意
味
関
係

も
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
だ
ろ
う
が
、
連
濁
し
な
い
こ
と
に

ア
ク
セ
ン

ト
が
関
係

す
る
の
で
は
な

い
か
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
低
平
調
か
あ
る
い
は

前
部

に
低
音
拍

の
続
く
型
を
持

つ
。

こ
の
こ
と
が
連
濁
し
な

い
こ
と
と
関
係
が

あ
る

の
で
は
な

い
か
。
高
平
調
や
高
音
拍
の
続
く
あ
と
で
、
連
濁
が
当
然

予
想

さ
れ
る
の
に
連
濁
し
な

い
場
合
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
例

え
ば

モ
エ
ク
ヒ

(儘
)
=
上
上
上
上

(仏
下
末

41

・
3
)

マ
ガ
リ
カ
ネ

(
曲
尺
)
=
上
上
上

平
平

(法
下

92

・
2
)
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ア
リ
ク
サ

(漏
藍
)
11
上
上
上
平

(僧
上

12

・
4
)

ニ
バ
ク
サ

(地
葵
)
=
上
上
上
平

(僧
上

19

・
4
)

マ
キ
ク
サ

(地
葵
)
11
上
上
上
平

(僧
上
19

・
4
)

ヤ
イ
ク
サ

(
腎
草
)
=
上
上
上
平

(
僧
上

4

・
2
)

し
か
し

こ
の
よ
う
な
語
は
、
低
平
調
や
低

音
拍

の
続
く
語
の
場
合

に
比
較
し
て

少
数

で
あ
る
。
ま
た
後
部
成

素

「
ク
サ
」
を
持

つ
語
に
多

い
の
は
、

ア
ク
セ
ン

ト
以
外

の
要
素
を
思
わ
せ
る
。
結
局
、
低
平
調
や
低
音
拍

の
続
く
型

で
は
連
濁

が
起

こ
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
と

い
う
感
が
強

い
。
な
お
低
平

調
は
四
音
節
名
詞

の
場
合

の
安
定
型

ア
ク
セ
ン
ト
で
あ

っ
た

こ
と
も

思
い
う
か

が
わ
れ
る
。
低

平
調
は
複
合
度
が
弱
か

っ
た
た
め
に
、
連
濁

に
ま
で
至
ら
な

い

こ
と
が
あ

っ
た
た
め
か
。

③

に
つ
い
て

③

は
②
を
裏
返
し
た
よ
う
な
意
味
だ

と
も
言
え
る
。
次

の
よ

う
な
例
が
あ
る
の
で
③
と

い
う
別
項
を
立

て
た
。

ツ
キ
グ
サ

(
鴨
頭
草

)
=
上

平
上
平

(僧
上

3

・
1
)

メ
ド
ク
サ

(菩

菅
)
=
去
上
上
平

(法
下

53

・
8
)

ア

マ
ザ

ク
メ

(天
探
女
)
1ー
平
平
上
平
上

(仏
中

6

・
3
)

ホ
ホ
ヂ
カ

ラ

(統

)
11
平
平
上

平
平

(法
下
23

・
3
)

イ
キ

ボ
ト
ケ

(神
仙

)
=
平
平
上
上
上

(仏
上

7

・
3
)

オ
ホ
ガ

シ
ラ
ナ
リ

(欺
狼
)
=
平
平
上
上
上

×
×

(仏
下
本
伽

・
2
)

カ
シ
キ
ガ

テ

(吻
)
=
平
平
上
上
上

(僧
上
鵬

・
7
)

最
後

の
三
例
は
み
な
○
○
●
・
・
型
と

い
う
め
ず
ら
し

い
型
を
と
り
、

い
ず
れ

も
連
濁
し

て
い
る
。

こ
れ
は
五
音
節
名
詞

に
お
け
る
複
合
度

の
強

い
型
だ
か
ら

連
濁
し
て
い
る
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
卓
立
型

の
前
掲
の
例
を

見

る
と
、
高
音
拍
と
連
濁
す
る
拍
と
は
無
関
係

と
は
思
え
な
い
。

つ
ま
り
高
音

拍
で
連
濁

が
起

こ
り
や
す

い
と

い
う

こ
と
が
言
え
る

の
で
は
な

い
か
。
因

み
に

連
濁
す
る
拍

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
全

て
調

べ
て
み
る
と
、
四
音
節
名
詞

で
は
高
音

拍

で
82
例
、
低
音
拍
で
87
例
と
大
差
は
な

い
が
、
五
音
節
名
詞
と
な
る
と
、
高

音
拍

で
連
濁
現
象

の
起
き
た

の
が
53
例
、
低
音
拍
で
%
例

と
高
音
拍
で
連
濁
す

る
場
合
が

二
倍
近
く
に
多
く
な

っ
て
い
る
。
四
音
節
名
詞

で
こ
の
よ
う
な
数
値

が
出
た
の
は
、
安
定

型

ア
ク
セ
ン
ト
○
○
○
○
型
が
、

四
音
節
名
詞
全
体

の
約

四
分

の

一
強
を
占
め
、
そ
の
た
め
低
平
調
で
連
濁
す
る
語
が
か
な
り
存
在

す
る

た
め
で
あ

る
。
四
音
節
名
詞

で
は
考
慮
が
ま
だ
必
要
で
あ
る
が
、
五
音
節
名
詞

に
な
る
と
、

明
か

に
高
音
拍

で
連
濁
傾
向

が
見
え
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

連
濁
と

ア
ク
セ
ン
ト
と
の
関
係
は
ま
だ
問
題
点
が
残
り
、
極
め

て
大

ま
か
な

傾
向
し
か
導

き
出
す

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し

こ
れ
か
ら
は
ま
だ
手
始

め

で
あ

っ
て
、
さ
ら

に
研
究
を
進
め
る

こ
と
に
よ

っ
て
新
た
な
関
係
が
導
き
出

せ

る
か
も
し
れ
な
い
。
以
降
の
研
究

に
侯
ち
た
い
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿

で
は
今

ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う

に
、
複
合
語

ア
ク
セ
ン
ト
を
語
構
成

・

連
濁

に
照
点
を
あ

て
て
見
て
き

た
が
、
以
降
の
課
題
と
し
て
は
次

の
よ
う
な

こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①

語
構
成

と
複
合
語

ア
ク
セ

ン
ト
で
は
、
今
回

は
ご
く
大
き
な
区
分
し
か

し
な
か

っ
た
が
、
も

っ
と
細
か
に
見

て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で

は

な

い

か
。

②

連
濁
と
複
合

語
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
音
韻
的
要
素
や
文
法
的
構
成
要
素

な
ど

の
別

の
要
素

と
の
関
連
を
も

っ
と
考
え
る
べ
き

で
は
な

い
か
。
今
回

は
ア
ク
セ
ン
ト
要
素

の
み
を
見
す
ぎ
た
嫌

い
が
あ

る
。

②

に

つ
い
て
少
し
説
明
を
加
え
て
お
く
。
音
韻
的
要
素
と

ア
ク
セ
ン
ト
的
要
素
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を
比

べ
る
と
、
連
濁

に
関
し
て
は
音
韻
的
要
素
の
方
が
支
配
的

で
あ
る
。
例
え

ば
、
先
部
成

素
の
最
終
拍
が
鼻
音
の
場
合
は

ア
ク
セ

ン
ト
の
如
何

に
か
か
わ
ら

ず
連
濁
す
る
。
文
法
的
要
素
と

ア
ク
セ
ン
ト
的
要
素
と
な
る
と

い
ち
が

い
に
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
く
な
る
。
例

え
ば
先
部
成

素
が
後
部
成
素

の
目
的
格

に
な
る

場
合
を
考
え
る
と
、

「
ツ
チ

ス
リ

(膜
)
」
や

「
ス
ソ
ッ
ケ

(禰
杉
)
」
、

「
ム

ギ

ス
ク
ヒ

(旅
籠
)
」
な
ど
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
如
何
を
問
わ
ず
連
濁
し
な

い
の

で
、
文
法
的
要
素

が
支
配
的
だ
と
も
言
え

そ
う
だ
。
し
か
し

「
カ
ミ
ゾ
リ

(剃

刀
)
」
、

「
サ
キ
バ
ラ
ヒ

(
前
駈
)
」
な
ど
は
連
濁
し

て
い
て
、

い
ち
が

い
に

文
法
的
要
素
が
支
配
的
だ
と
は
言
え
そ
う

に
な

い
。

い
ず
れ

に
し
て
も

ア
ク
セ

ン
ト
を
形
態
的

に
見

て
い
く

こ
と
の
意
義
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
に
思
う
。

「名
詞
」
と
あ
る
場
合
、
形
容
詞
語
幹
を
含
む
こ
と
も
あ
る
。

阪
倉
篤
義
氏

「語
構
成
の
研
究
」
に
詳
し
い
。

特
別
に
こ
と
わ
ら
な
い
で

「法
下
」

「僧
中
」
な
ど
と
あ
る
場
合
は
、
観
智
院
本
の
巻
名
を
示

す
。
そ
れ
以
外
の
諸
本
の
場
合
は
、
図

(図
書
寮
本
)
、
高

(高
山
寺
本
)
、
鎮

(鎮
国
守
国

神
社
本
)
の
略
号
を
用
い
る
。
な
お
数
字
は
順
に
ペ
ー
ジ
数
と
行
数
と
を
あ
ら
わ
す
。

望
月
郁
子
氏
編

「類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
」
と
の
関
係
か
ら
、
観
智
院
本
は
貴
重

図
書
複
製
会
本
の
べ
ー
ジ
数
と
行
数
と
で
示
し
た
。

国
語
学
会
編

「国
語
学
辞
典
」
の

「連
濁
」
の
項
に
よ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
こ
の
稿
を
成
す
に
当
た
り
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
奥
村
三
雄
先

生
は
じ
め
先
生
方
、
諸
先
輩
方
に
感
謝
申
し
上
げ
、
更
な
る
御
教
示
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。
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注「現
代
諸
方
言
の
比
較
か
ら
観
た
平
安
朝
ア
ク
セ
ン
ト
」

(
「方
言
」
第
七
集
)

当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
、
動
詞
連
用
形
と
連
用
形
か
ら
派
生
し
た
居
体
言
と
の
間
に
次
の
よ

う
な
関
係
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
不
二
男
氏

「名
義
抄
時
代
の
京
都
方
言
に
於
け
る
二
字

四
段
活
用
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
」

(
「国
語
学
」
二
七
〉
に
詳
し
い
。

第

一
類

第
二
類

連
用
形

●
○

○
・

居
体
言

●
●

○
○


